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は，MTO 実験の概要を紹介する。 3 節では，
MTO の研究結果を，公式のファイナルレポ


















































実験介入の概要 実験群：セクション 8 の家賃補助や住宅バウチャーを受給し，引っ越しのカウ
ンセリングを受け，低貧困地区の住居に引っ越すことが可能。











ーであり，ほぼ 3 分の 2 がアフリカン・アメ









中間レポートである Orr et al. （2003），ファ
イナルレポートである Sanbonmatsu et al.
（2011）が発刊されている1 ）。ここでは，フ







（第 2 章），身体的健康（第 3 章），精神的健
康（第 4 章），経済的自立（第 5 章），危険行
為・犯罪行為（第 6 章），教育（第 7 章）で
ある。


































































中間評価（Orr et al. 2003）においては，

















































































































































てボストンの MTO を対象とした Katz et al. 
（2001）やバルチモアの MTO を対象とした
Ludwig et al. （2001a, 2001b）があり，その後，
Orr et al.（2003）の中間報告書が出た後に
Kling et a l .（2005），Sanbonmatsu et 
al.（2006），Kling et al.（2007），Quigley 
and Raphael （2008）などの中期の研究，そ
して MTO のファイナルレポートである San-
bonmatsu et al. （2011）が刊行された。また
ファイナルレポートの刊行時および刊行後も
Ludwig et al. （2011, 2012）などの個別の研
究成果が医学雑誌や科学雑誌において報告さ
れ，さらに近年も Ludwig et al.（2013）や
Chetty et al.（2016）などの新しい研究成果





ここでは MTO の初期（実験実施から 2 ‐
4 年後程度）の効果を検証した研究である
Katz et al. （2001）および Ludwig et al. （2001a, 
2001b）を紹介する。まず，Katz et al.（2001）

























一方，Ludwig et al. （2001b）はバルチモ































ついで，MTO の中間報告書である Orr et 
al.（2003） が出た後の Kling et al.（2005）， 
Sanbonmatsu et al.（2006）， Kling et al. 
（2007），Quigley and Raphael （2008） の研究
結果について検証する。






















次に Sanbonmatsu et al.（2006）は，MTO
実験を実施した全 5 地域のデータを用いて
MTO が教育アウトカムに与える中期的効果


























































MTO 効 果 の ジ ェ ン ダ ー 差 に つ い て は，
Clampet‐Lundquist et al.（2011） が MTO
対象者に対するインタビュー調査に基づく質
的研究でさらに検証している。
最 後 に Quigley and Raphael （2008） は，
MTO プロジェクトグループ外の研究者が
MTO データを分析したものである。本研究

















び刊行後に発表された Ludwig et al. （2011, 
2012），Ludwig et al.（2013），そして Chetty 
et al.（2016）を取り上げる。
まず Ludwig et al.（2011）は医学雑誌で













MTO によってより “less distressed” な地域
に移住したことが，移住世帯の主観的厚生
（subjective well‐being）にどのような影響























た 」（p. 229） と 述 べ て い る。 す な わ ち，
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